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非
マ
ル
ク
ス
主
義
的
帝
国
主
義
論
の
一
っ
と
し
て
、
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
帝
国
主
義
論
を
と
り
あ
げ
る
の
は
、
第
一
に
、
そ
れ
が

戦
後
の
非
マ
ル
ク
ス
主
義
的
帝
国
主
義
論
の
基
本
的
な
源
流
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
第
二
に
、
レ
ー
ニ
ソ
の
『
帝
国
主
義
論
』

と
同
一
の
時
期
の
現
実
的
状
況
を
対
象
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
学
説
の
有
効
性
（
客
観
性
）
が
、
客
観
的
実
在
（
現
実
の

政
治
経
済
過
程
の
本
質
）
を
反
映
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
依
存
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
同
一
の
歴
史
的
条
件
の
下
で
の
帝
国
主
義
の
一

般
理
論
に
関
す
る
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
と
レ
ー
ニ
ソ
の
対
比
は
、
シ
ユ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
帝
国
主
義
論
の
理
論
的
性
格
を
評
価
す
る
上
で

　
　
　
　
　
　
（
１
）

意
味
が
あ
ろ
う
。

　
　
（
１
）
　
こ
の
こ
と
は
、
理
論
が
実
践
に
依
存
す
る
こ
と
、
理
論
の
真
理
性
が
実
践
に
よ
つ
て
検
証
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
さ
ら
に
論
理
の
端
緒
が
与
え
ら
れ

　
　
　
た
客
観
的
現
実
で
は
な
く
て
社
会
的
実
践
（
生
産
活
動
、
階
級
斗
争
、
科
学
活
動
）
に
あ
る
こ
と
を
否
定
し
な
い
。

　
　
　
　
近
代
経
済
学
と
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
相
違
は
、
基
本
的
に
は
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
ジ
ー
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
階
級
的
利
害
の
対
立
を
基
礎
に
し
た
社
会
的
実

　
　
　
践
の
方
法
に
規
定
さ
れ
る
。
実
践
は
、
客
観
的
世
界
の
変
革
－
生
産
活
動
、
階
級
斗
争
　
主
観
的
世
界
の
変
革
（
認
識
能
力
の
変
革
）
１
科
学
活
動
１
、
主

　
　
　
観
的
世
界
と
客
観
的
世
界
の
関
係
の
変
革
で
あ
る
か
ぎ
り
、
理
論
は
客
観
的
実
在
の
反
映
で
な
け
れ
ば
、
実
践
目
的
を
実
現
で
き
な
い
。
理
論
が
階
級
的
主

　
　
　
観
に
よ
っ
て
の
み
規
定
さ
れ
る
側
面
だ
け
を
み
て
、
客
観
的
実
在
の
理
論
へ
の
模
写
の
意
義
を
み
な
い
の
は
相
対
主
義
で
あ
り
、
　
い
か
な
る
階
級
の
理
論
が

帖
…

川
－舳仙

＾
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－
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｝
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｝

…
｛



正
し
い
の
か
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
実
践
を
無
視
し
て
、
理
論
へ
の
客
榔
的
実
在
の
反
映
だ
け
を
み
る
の
は
、
機
械
論
的
唯
物
論
で
あ

る
。　

近
代
経
済
学
と
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
理
論
内
容
の
相
違
は
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
ジ
ー
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
社
会
的
実
践
の
仕
方
の
相
違
に
よ
っ
て
と
り
あ
げ

ら
れ
る
、
客
観
的
対
象
の
範
囲
の
相
違
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
で
も
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
ジ
ー
も
、
白
己
の
実
践
活
動
を
通
し
て
、
客
観
的

現
実
に
っ
い
て
の
正
し
い
認
識
を
も
っ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
臼
己
の
階
級
的
利
害
と
の
対
立
を
意
識
す
る
な
ら
ば
、
正
し
い
認
識
に
口
を
ふ
さ
ぎ
、
臼
己
に

有
利
な
理
論
を
固
執
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
…
　
．
　
・
　
　
　
（
１
）

　
一
　
帝
国
主
義
と
は
、
国
家
の
際
限
た
く
拡
張
を
強
行
し
よ
う
と
す
る
無
目
的
的
素
質
で
あ
る
。
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
に
よ
れ
ぼ
、

政
治
的
、
経
済
的
、
そ
の
他
の
具
体
的
利
益
を
目
的
と
し
た
国
家
の
侵
略
的
行
動
は
、
帝
国
主
義
で
な
い
。
侵
略
的
行
動
そ
れ
自
体

が
帝
国
主
義
の
本
質
で
あ
る
。
そ
こ
で
具
体
的
利
益
と
は
、
つ
ぎ
の
三
条
件
が
満
足
さ
れ
る
時
で
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
帝
国
主
義

は
問
題
に
な
ら
な
い
。
別
言
す
れ
ぼ
、
三
条
件
が
か
な
え
ら
れ
な
い
時
に
。
帝
国
主
義
が
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
三
条
件
、
い
当
該
国
民
の
杜
会
構
造
、
心
理
状
態
、
境
遇
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
た
上
で
、
観
察
者
が
そ
れ
と
し
て
看
取
す
る
こ
と

の
で
き
る
よ
う
な
利
益
が
現
実
に
存
在
す
る
こ
と
、
目
当
該
国
の
行
動
が
、
予
想
利
益
と
比
較
し
て
、
全
体
と
し
て
犠
牲
が
小
さ
い

と
予
想
さ
れ
、
こ
の
利
益
の
実
現
を
推
進
す
る
の
に
役
立
っ
こ
と
、
ｏ
旦
ハ
体
的
利
益
が
国
家
の
行
動
の
背
後
に
あ
る
政
治
的
な
推
進

力
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
こ
と
。

　
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
、
以
上
の
三
条
件
は
現
実
に
は
満
足
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
と
考
え
、
具
体
的
目
的
や
理
由
か
ら
、
ま

っ
た
く
独
立
し
た
と
こ
ろ
の
永
続
的
な
性
向
、
勝
利
そ
の
も
の
の
故
に
勝
利
を
求
め
る
意
志
は
ど
う
し
て
生
れ
て
く
る
の
か
、
と
い

う
こ
と
を
問
題
に
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
究
極
的
に
「
経
済
史
観
」
的
に
説
明
さ
れ
う
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、

「
経
済
史
観
」
を
、
　
「
政
治
思
想
や
政
治
感
情
は
そ
の
時
代
の
単
な
る
生
産
情
勢
の
単
な
る
反
映
な
い
し
は
対
応
物
で
な
い
と
い
う

　
　
　
帝
国
主
義
論
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
　
（
四
一
九
）
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二
四
　
（
四
二
〇
）

こ
と
を
前
提
し
た
上
で
」
の
こ
と
で
あ
る
。
政
治
思
想
、
政
治
感
情
は
持
続
性
を
も
っ
て
い
る
か
ら
、
い
つ
で
も
過
去
の
時
代
の
生

産
事
情
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
。
　
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
批
判
の
対
象
で
あ
る
、
ネ
オ
・
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
（
○
碁
霊
亮
ｈ
・
害
３
岸

目
豪
肇
潟
）
の
立
場
は
、
帝
国
主
義
を
、
資
本
主
義
発
展
の
特
定
段
階
に
お
げ
る
資
本
家
上
層
階
級
の
諸
利
益
の
反
映
と
し
て
い

る
が
、
彼
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
「
経
済
史
観
」
か
ら
論
理
的
に
推
論
さ
れ
た
も
の
で
な
い
。

　
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
、
　
「
標
語
と
し
て
の
帝
国
主
義
」
と
「
帝
国
主
義
の
実
践
」
と
に
区
別
し
て
帝
国
主
義
論
を
展
開
す
る
。

シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
『
諸
帝
国
主
義
の
杜
会
学
』
は
第
一
次
大
戦
中
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ド
・
ハ
ー
バ
ラ

ー
（
○
◎
け
葦
色
霊
げ
邑
３
に
よ
れ
ぼ
、
　
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
は
、
　
「
第
一
次
大
戦
中
、
自
己
の
平
和
主
義
的
・
新
西
欧
的
（
特
に
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

英
的
）
・
反
独
的
な
態
度
を
か
く
そ
う
と
し
な
か
っ
た
」
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
は
、
十
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
に
お

　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

い
て
実
践
上
の
反
帝
国
主
義
が
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た
か
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
英
国
に
お
い
て
は
、
帝
国
主
義
が
単
な
る

キ
ャ
ッ
チ
・
フ
レ
イ
ズ
以
上
の
も
の
で
な
い
こ
と
を
み
た
。
そ
れ
は
「
標
語
と
し
て
の
帝
国
主
義
」
と
坪
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
的
意
味
で
の
、
イ
ギ
リ
ス
の
十
九
世
紀
に
お
げ
る
反
帝
国
主
義
的
感
情
の
形
成
で
あ
り
、
理
論
的
に

シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
が
帝
国
主
義
の
批
判
者
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

　
帝
国
主
義
が
キ
ャ
ヅ
チ
・
フ
レ
ー
ズ
で
な
い
と
す
れ
ば
、
帝
国
主
義
の
具
体
的
様
相
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
。

　
彼
は
、
エ
ジ
プ
ト
帝
国
主
義
、
ア
ヅ
シ
リ
ァ
帝
国
、
ペ
ル
シ
ァ
帝
国
の
基
本
的
な
共
通
性
と
特
徴
的
な
差
異
を
明
ら
か
に
し
、
っ

ぎ
に
ア
ラ
ビ
ァ
帝
国
主
義
、
ア
レ
キ
サ
ソ
ダ
ー
大
王
の
帝
国
主
義
、
ロ
ー
マ
帝
国
主
義
に
っ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
以
上
の
太
古
に

お
げ
る
帝
国
主
義
の
分
析
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
基
本
的
な
特
徴
は
、
い
無
目
的
的
な
武
力
に
よ
る
拡
張
へ
の
傾
向
は
人
類
の
歴
史
に

お
い
て
大
き
な
役
割
を
演
ず
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
目
戦
争
を
求
め
る
意
欲
は
、
単
に
「
衝
動
」
だ
げ
で
は
な
く
て
、
階
級
が
生



存
す
る
た
め
に
武
士
に
ー
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
客
観
的
な
生
活
上
の
要
請
の
中
に
説
明
を
求
め
、
太
古
の
そ
の
よ
う
な
環

境
の
下
で
得
ら
れ
た
心
理
的
素
質
と
杜
会
的
構
造
と
が
、
一
度
確
立
さ
れ
る
と
い
っ
ま
で
も
持
ち
っ
づ
げ
る
。
例
え
ば
、
ペ
ル
シ
ァ

帝
国
十
工
義
の
形
成
の
契
機
は
、
そ
の
地
理
的
事
情
の
た
め
、
戦
争
が
生
存
を
維
持
す
る
た
め
の
唯
一
の
方
法
で
あ
り
、
生
活
環
境
が

ペ
ル
シ
ア
人
を
武
土
民
族
た
ら
し
め
た
。
ｏ
戦
争
を
求
め
る
性
向
な
い
し
構
造
の
存
続
を
助
長
す
る
第
二
次
的
要
因
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
。
そ
れ
は
第
一
に
支
配
階
級
の
国
内
政
治
上
の
利
害
関
係
が
好
戦
的
な
性
向
を
助
長
し
た
こ
と
。
第
二
に
戦
争
政
策
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

て
経
済
的
、
杜
会
的
に
そ
れ
ぞ
れ
個
人
と
し
て
利
益
を
う
け
る
よ
う
な
人
達
の
も
っ
影
響
が
一
っ
の
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
。
換

言
す
れ
ぼ
、
帝
国
主
義
は
「
隔
世
遺
伝
的
」
で
あ
る
。
現
在
の
生
活
環
境
か
ら
生
れ
て
く
る
要
素
で
な
く
て
、
過
去
の
生
活
環
蓑
の

要
素
か
ら
生
れ
て
く
る
要
素
で
あ
る
。
史
的
唯
物
論
の
表
現
で
い
え
ぼ
、
現
在
の
資
本
主
義
的
生
産
関
係
か
ら
生
れ
る
要
索
で
な
く
、

資
木
士
上
義
に
先
行
す
る
脂
形
態
か
ら
生
れ
る
要
素
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
感
情
的
反
応
に
関
す
る
個
人
的
・
心
珊
的
慣
習
の
「
隔

世
遺
伝
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
資
本
主
義
に
先
行
す
る
生
産
諾
関
係
の
基
礎
上
で
形
成
さ
れ
た
帝
同
主
義
は
、
そ
の
基
礎
が
消
減
し

た
の
だ
か
ら
、
帝
国
主
義
は
徐
々
に
消
え
て
い
く
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
帝
国
主
義
は
人
問
と
文
化
と
の
歴
史
の
中
で
後
に
な
っ

て
現
わ
れ
て
く
る
も
の
ほ
ど
、
そ
の
強
度
を
減
じ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　
近
代
の
帝
国
主
義
は
絶
対
君
主
国
か
ら
う
け
つ
い
だ
も
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
の
内
在
的
諸
力
に
よ
っ
て
発
展
し
た
も
の
で
な
い
。

だ
と
す
れ
ぼ
、
帝
因
主
義
に
対
す
る
資
本
主
義
の
意
義
は
何
か
。
資
本
主
義
は
、
帝
国
主
義
的
性
向
を
助
長
せ
し
め
、
存
続
せ
し
め

る
第
二
次
的
要
丙
で
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
に
よ
れ
ぼ
「
純
粋
に
資
本
主
義
的
土
壌
の
上
に
は
、
帝
国
主
義
的
衡
動
は
育
ち
に
く
い
」
し
か
し
、
帝
国
主
義

的
拡
張
に
対
す
る
利
害
意
織
は
あ
り
う
る
。
資
本
主
義
の
発
展
は
、
資
本
主
義
的
企
業
家
、
労
働
者
階
級
、
知
識
階
級
（
新
中
産
階

　
　
　
帝
国
主
義
論
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
　
（
四
二
一
）
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級
）
、
　
金
利
生
活
者
の
四
つ
の
杜
会
層
を
生
み
だ
し
、
企
業
家
の
政
治
的
・
経
済
的
地
位
の
向
上
に
し
た
が
い
、
企
業
家
の
生
活
様

式
、
思
考
形
態
が
杜
会
生
活
の
上
で
重
要
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
諸
階
級
は
封
建
的
な
諾
関
係
か
ら
解
放
さ
れ
、
民
主
化
さ
れ
、
個
人

主
義
化
さ
れ
、
合
理
化
さ
れ
、
純
粋
に
本
能
的
な
も
の
は
、
資
本
主
義
の
発
展
と
と
も
に
後
方
に
し
り
ぞ
く
。
し
た
が
っ
て
、
帝
国

主
義
的
本
能
は
消
減
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
は
、
資
本
主
義
の
反
帝
国
主
義
的
性
格
を
主
張
す
る
。
資
本
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

義
化
（
近
代
化
）
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
反
帝
国
主
義
的
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
は
資
本
主
義
の
下
に

帝
国
主
義
は
存
在
す
る
の
は
何
故
か
。
そ
れ
は
、
資
本
主
義
の
外
か
ら
も
ち
こ
ま
れ
た
非
資
本
主
義
的
要
素
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て

い
る
異
質
的
な
も
の
で
あ
る
。
近
代
帝
国
主
義
は
、
一
方
で
は
経
済
的
利
害
を
持
つ
杜
会
層
と
、
他
方
で
、
非
資
本
主
義
的
要
素
を

源
泉
と
す
る
帝
国
主
義
的
傾
向
と
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
問
題
は
、
こ
の
経
済
的
利
害
関
係
が
資
本
主
義
の
本
性

に
内
在
し
て
い
る
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
れ
ば
、
帝
国
主
義
は
資
本
主
義
に
と
っ
て
異
質
的
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う

か
が
明
白
に
な
る
。

　
帝
国
主
義
政
策
（
戦
争
政
策
、
保
護
政
策
、
独
占
価
格
、
ト
ラ
ス
ト
、
輸
出
独
占
主
義
等
）
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
経
済
的
利
害
は
、
シ
ュ

ソ
ペ
ー
タ
ー
に
よ
れ
ぼ
、
基
本
的
に
は
承
認
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
　
「
カ
ル
テ
ル
や
ト
ラ
ス
ト
の
発
生
は
…
－
…
自
由

競
争
制
の
白
動
的
運
動
に
よ
っ
。
て
説
明
さ
れ
う
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
こ
の
点
、
カ
ル
テ
ル
や
ト
ラ
ス
ト
が
保
護
関
税
の
下
に

お
い
て
で
な
け
れ
は
、
そ
の
主
目
的
　
　
独
占
政
策
を
遂
行
す
る
と
い
う
　
　
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
、
保
護
関
税
の
な
い

と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
本
質
的
意
義
を
失
う
…
…
－
。
保
護
関
税
制
度
は
自
由
競
争
制
か
ら
白
動
的
に
生
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

そ
れ
は
政
治
的
行
為
の
所
産
で
あ
る
」

　
戦
争
政
策
に
よ
っ
て
利
益
を
受
げ
る
の
は
、
軍
需
産
業
の
企
業
家
た
ち
と
、
お
そ
ら
く
少
数
の
有
力
な
大
地
主
だ
げ
で
あ
る
。
戦

＾…
」－

－
舳

・
｛＾｛仙凸…

，

－血”｛

舳“…
山



時
利
潤
は
い
つ
も
帝
国
主
義
の
支
持
要
因
で
あ
る
が
、
こ
の
要
因
だ
げ
で
資
本
主
義
下
の
大
衆
を
帝
国
主
義
的
方
向
に
向
わ
せ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

　
保
護
関
税
で
利
益
を
受
け
る
の
は
大
地
主
だ
け
で
あ
り
、
ま
た
輸
出
独
占
主
義
に
よ
り
利
益
を
得
る
の
は
、
企
業
家
と
そ
の
同
盟

者
の
金
融
界
の
指
導
老
で
あ
る
。
資
本
主
義
の
発
展
は
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
に
お
い
て
は
、
産
業
組
織
が
自
由
競
争
に
た
え
な
か
っ

た
た
め
に
絶
対
主
義
国
家
に
よ
っ
て
人
為
的
に
保
護
さ
れ
た
「
経
済
的
利
益
」
が
、
根
強
く
存
続
し
て
資
本
主
義
の
発
展
に
影
響
を

あ
た
え
た
。
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
は
こ
の
原
因
を
「
資
本
主
義
に
よ
る
農
村
の
変
革
が
不
徹
底
」
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
国
内
市

場
が
農
業
に
お
け
る
「
半
封
建
性
」
に
よ
っ
て
狭
隆
化
す
る
こ
と
に
輸
出
独
占
主
義
の
必
然
性
が
あ
り
、
輸
出
独
占
主
義
は
白
由
競

争
制
下
で
の
企
業
の
大
規
模
化
の
必
然
的
結
果
と
し
て
生
み
だ
さ
れ
た
も
の
で
な
か
っ
た
。

　
か
く
し
て
、
近
代
帝
国
主
義
は
、
　
「
君
主
国
家
の
遺
産
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
君
主
国
家
の
構
造
要
困
や
組
織
形
態
や
利
益
関
連
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

人
的
態
度
な
ど
の
残
存
物
で
あ
り
、
ま
た
前
資
木
主
義
的
諾
力
の
産
物
で
あ
る
」
。

　
（
ユ
）
－
＞
・
○
っ
ｏ
ぎ
昌
買
８
．
．
Ｏ
葛
ま
戻
量
○
っ
○
ｏ
邑
ポ
ヨ
凹
づ
｛
一
Ｕ
¢
旨
Ｏ
ｏ
轟
２
、
、
巾
・
き
９
に
よ
れ
ば
、
帝
旧
十
工
義
と
は
、
一
つ
の
政
府
の
支
配
を
、
国
民
性
を
同

　
　
　
じ
く
す
る
団
体
以
外
の
他
の
団
体
に
彼
等
の
意
志
に
反
し
て
拡
張
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
政
策
で
あ
る
。

　
（
２
）
旨
己
り
ｏ
暑
と
◎
－
己
り
。
っ
ｏ
巨
昌
り
ｏ
箒
■
Ｏ
轟
『
註
『
ｑ
旨
昌
畠
Ｈ
◎
｛
厚
昌
◎
邑
２
ト
長
易
け
Ｈ
鵠
〇
一
り
・
。
。
筆
　
ハ
リ
ス
編
『
社
会
科
学
者
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
』
中

　
　
　
山
伊
知
郎
、
束
畑
椅
一
監
訳
、
坂
本
二
郎
訳
九
ニ
ペ
ー
ジ
。

　
（
３
）
　
Ｈ
昌
り
ｏ
ユ
巴
－
ｏ
つ
一
昌
ｐ
箏
ｑ
ｃ
つ
ｏ
ｏ
江
Ｈ
Ｑ
娑
ｏ
つ
鶉
．
げ
ｋ
－
＞
．
○
○
ｏ
プ
自
昌
℃
ｏ
訂
ｈ
一
轟
箏
ｏ
つ
庁
訂
｛
げ
｝
雷
ｏ
サ
囚
オ
９
ｑ
ｏ
Ｐ
ｏ
ａ
訂
ｐ
”
づ
ｑ
考
－
艘
～
箏
ぎ
吋
◎
｛
自
ｏ
饒
◎
目
一
Ｕ
Ｋ

　
　
　
雰
巳
・
く
・
ｏ
○
考
鶉
ミ
一
乞
ｏ
考
く
冒
斤
。
Ｈ
錦
Ｈ
・
や
・
。
。
。
ム
都
留
重
人
訳
『
帝
国
主
義
と
社
会
階
級
』
一
一
四
１
：
五
ぺ
ー
ジ
。

　
（
４
）
　
ａ
箒
ｏ
・
り
・
８
邦
訳
一
二
一
ぺ
ｉ
ジ
。

　
（
５
）
…
資
本
主
義
世
界
の
ど
こ
を
み
て
も
、
殊
に
近
代
社
会
生
活
の
う
ち
の
資
本
主
義
特
有
の
諸
要
素
の
あ
い
だ
で
は
、
戦
争
や
頷
土
拡
張
や
内
閣
外
交
や
軍

　
　
　
　
備
や
職
業
軍
人
な
ら
び
に
そ
の
人
た
ち
の
社
会
的
地
位
な
ど
に
た
い
す
る
原
理
的
反
対
が
お
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
反
対
は
、
最
初
に
資
本
主
義
化
し
た
イ

　
　
　
　
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
発
展
と
歩
調
を
あ
わ
せ
て
い
る
。

　
　
　
帝
国
主
義
論
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
　
（
四
二
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
六
巻
・
第
三
・
四
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
　
（
四
二
四
）

　
　
　
　
Ｈ
　
資
本
主
義
が
浸
透
す
る
と
、
ど
こ
で
も
強
力
な
平
和
政
党
が
出
現
し
た
の
で
、
戦
争
を
起
そ
う
と
す
る
と
国
内
政
治
上
の
た
た
か
い
を
必
要
と
し
た
。

　
　
　
　
バ
　
労
働
者
階
級
は
ど
ん
な
場
合
で
も
熱
心
な
反
帝
国
主
義
者
で
あ
る
。

　
　
　
　
Ｈ
　
戦
争
防
止
の
方
法
や
国
家
問
の
紛
争
を
平
和
的
に
解
決
す
る
方
法
が
発
達
し
た
。

　
　
　
　
尉
　
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
前
資
本
主
義
的
要
素
や
残
存
物
な
ど
を
背
負
い
こ
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。
し
た
が
っ
て
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
帝
国
主
義
的
傾
向
を
し

　
　
　
　
　
め
す
こ
と
の
少
い
国
は
な
い
。

　
（
６
）
　
Ｈ
昌
肩
ユ
巴
げ
昌
彗
ｑ
ｏ
ｏ
◎
ｏ
サ
Ｈ
ｏ
－
鶉
。
。
撃
Ｐ
Ｈ
ミ
ー
旨
ｏ
。
・
邦
訳
一
四
六
ぺ
ー
ジ
。

　
（
７
）
　
巳
暮
・
ｏ
．
富
・
◎
・
邦
訳
一
七
五
ぺ
ー
ジ
。

　
；
　
以
上
が
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
帝
国
主
義
論
の
内
容
で
あ
る
。
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
の
分
析
方
法
の
一
般
的
特
徴
を
レ
ー
ニ
ソ
の

『
帝
国
主
義
」
論
と
の
対
比
で
示
め
す
た
ら
ぼ
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
近
代
経
済
学
は
杜
会
の
発
展
過
程
や
歴
史
過
程
を
与
件
と
し
て
、
杜
会
学
の
考
察
に
ゆ
だ
ね
る
。
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
は
、
近
代
経

済
学
の
こ
の
伝
統
的
手
法
に
し
た
が
っ
て
、
資
本
主
義
に
と
っ
て
異
質
的
な
も
の
で
あ
る
帝
国
主
義
を
杜
会
学
的
に
考
察
し
て
い
る
。

故
に
「
諸
帝
国
主
義
の
杜
会
学
」
　
（
Ｎ
冒
０
。
冨
巨
畳
０
Ｐ
實
Ｈ
旨
潟
『
邑
げ
旨
９
）
で
あ
る
。
与
件
と
し
て
の
帝
国
主
義
が
ど
の
よ
う
に
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

生
し
、
機
能
し
、
消
減
す
る
の
か
を
追
跡
し
て
い
る
。
資
本
主
義
の
発
展
理
論
に
つ
い
て
は
別
著
で
論
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

レ
ー
ニ
ソ
の
『
帝
国
主
義
』
論
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
杜
会
発
展
の
法
則
の
見
地
よ
り
、
資
本
主
義
の
内
在
的
発
展
の
結
果
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

て
の
帝
国
主
義
を
歴
史
的
に
位
置
づ
け
、
総
体
と
し
て
資
本
主
義
的
世
界
経
済
が
ど
の
よ
う
に
発
展
す
る
の
か
を
説
明
し
て
い
る
。

に
。
も
か
か
わ
ら
ず
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
資
本
主
義
の
帝
国
主
義
に
対
す
る
関
係
に
つ
い
て
ふ
れ
、
独
占
資
本
主
義
段
階
で
の
経
済
諾

現
象
（
独
占
価
格
政
策
、
ト
ラ
ス
ト
、
保
護
関
税
、
輪
出
独
占
主
義
）
を
問
題
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
独
占
と
資
本
主
義
の
関
係
に

つ
い
て
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ
の
限
界
に
お
い
て
レ
ー
ニ
ソ
の
『
帝
国
主
義
」
論
の
諾
命
題
と
の
対
比
は
許

　
　
　
　
　
　
（
３
）

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一’

＾

｛｝…



　
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
で
は
、
カ
ル
テ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
は
、
白
由
競
争
制
の
中
か
ら
発
生
し
な
い
。
保
護
関
税
の
下
に
お
い
て
の
み
そ

の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
レ
ー
ニ
ソ
に
お
い
て
は
、
　
「
例
外
的
に
誠
実
な
一
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
経
済
学
者
は
、
こ

の
よ
う
な
結
論
に
到
達
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
だ
が
、
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
こ
と
は
、
高
い
保
護
関
税
に
よ
る
ド

ィ
ツ
エ
業
の
保
護
と
い
う
こ
と
の
ゆ
え
に
、
彼
が
ド
ィ
ッ
を
特
別
あ
っ
か
い
に
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
事
情
は
、
集
積

と
、
企
業
家
の
独
占
団
体
、
す
な
わ
ち
カ
ル
テ
ル
や
シ
ソ
ジ
ヶ
１
卜
等
の
形
成
と
を
、
た
ん
に
促
進
し
え
た
だ
げ
で
あ
る
。
き
わ
め

て
重
要
な
こ
と
は
、
白
由
貿
易
国
の
イ
ギ
リ
ス
で
も
、
集
積
は
、
い
く
ら
か
お
く
れ
て
、
ま
た
お
そ
ら
く
は
別
の
形
態
で
あ
っ
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

や
は
り
独
占
に
み
ち
び
き
っ
っ
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
　
保
護
関
税
は
生
産
の
集
積
と
ヵ
ル
テ
ル
・
シ
ソ
ジ
ヶ
ー
ト
の
促
進

要
因
で
あ
り
、
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
が
考
え
る
よ
う
に
保
護
関
税
が
な
げ
れ
ぼ
、
ヵ
ル
テ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
の
目
的
が
達
成
で
き
な
い
と

い
う
よ
う
な
も
の
で
ぼ
た
い
。
彼
は
生
産
の
集
積
と
独
占
の
生
誕
を
無
視
し
て
い
る
の
で
、
　
「
保
護
関
税
か
自
由
貿
易
か
と
い
う
点

で
の
個
々
の
資
本
主
義
国
の
あ
い
だ
の
相
違
は
、
独
占
の
彩
態
も
し
く
は
そ
の
出
現
の
時
期
に
お
げ
る
非
本
質
的
な
相
違
を
条
件
づ

げ
る
に
す
ぎ
な
い
の
に
た
い
し
て
、
生
産
の
集
積
に
よ
る
独
占
の
生
誕
は
、
総
じ
て
、
資
本
主
義
の
発
展
の
現
在
の
段
階
の
一
般
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

か
っ
根
本
的
な
一
法
則
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
な
い
。
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
に
お
い
て
は
、
資
本
主
義
経
済
の
下
で
は

「
資
本
家
」
と
企
業
家
は
基
本
的
に
１
対
立
し
て
い
る
。
独
占
資
本
主
義
は
こ
の
対
立
を
除
去
し
、
大
銀
行
と
カ
ル
テ
ル
と
が
結
合
し
、

銀
行
の
指
導
者
は
し
ぼ
し
ぼ
国
民
経
済
の
支
配
者
で
あ
る
。
そ
し
て
「
資
本
主
義
は
一
種
の
中
央
機
関
を
も
っ
こ
と
に
な
り
、
自
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

調
節
作
用
に
代
っ
て
音
識
的
決
定
を
行
い
う
る
よ
う
に
な
る
」
。
　
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
銀
行
の
役
割
を
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
は
っ
づ
げ
て
い
う
。
　
「
大
銀
行
は
大
産
業
と
結
託
し
、
時
に
は
資
本
一
般
の
利
益
さ
え
か
え
り
み
な
い
こ
と
が
あ

る
。
普
通
の
「
小
」
盗
本
家
は
、
強
制
的
た
輸
出
政
策
の
費
用
を
受
け
も
っ
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
恩
恵
を
こ
う
む
る
も
の
で
な
い
。

　
　
　
帝
国
主
義
論
一
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九
　
（
四
二
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
六
巻
・
第
三
・
四
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
　
（
四
二
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

小
資
本
家
は
道
具
と
し
て
使
わ
れ
、
か
れ
の
利
害
は
問
題
と
な
ら
な
い
の
だ
」
彼
は
、
一
面
で
は
大
銀
行
の
支
配
と
強
制
の
関
係
を

認
め
な
が
ら
、
他
面
で
は
、
銀
行
に
よ
る
「
意
識
的
統
制
」
な
る
も
の
が
、
　
「
完
全
に
組
織
化
さ
れ
た
ひ
と
に
ぎ
り
の
独
占
者
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

る
公
衆
の
略
奪
で
あ
る
」
と
い
う
側
面
を
見
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
輸
出
独
占
主
義
論
も
、
保
護
関
税
と
同
様
に
資
本
主
義
の
自
由
競
争
制
度
の
下
か
ら
生
成
す
る
も
の
で
な
い
。

「
資
本
主
義
は
生
産
を
大
規
模
化
す
る
。
し
か
し
、
ご
く
稀
な
例
外
的
場
合
の
ほ
か
は
、
生
産
が
大
規
模
化
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
に
残
る
企
業
の
数
が
わ
ず
か
一
っ
か
二
っ
に
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
集
中
が
無
限
に
進
行
す
る
と
い
う
こ
と
は
決
し

て
な
い
。
む
し
ろ
事
態
は
そ
の
逆
で
あ
っ
て
、
個
々
の
工
場
は
、
一
定
の
場
所
で
は
、
そ
れ
が
一
定
の
大
き
さ
に
達
す
る
と
、
も
は

や
そ
れ
以
上
の
拡
大
は
で
き
な
い
と
い
う
限
界
に
つ
き
あ
た
る
。
…
…
二
」
う
し
た
限
界
以
上
に
企
業
結
合
を
推
進
さ
せ
る
よ
う
な
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

在
的
傾
向
は
、
自
由
競
争
制
の
下
で
は
存
在
し
な
い
」
。
　
こ
の
点
に
こ
そ
独
占
段
階
に
お
げ
る
経
済
的
諸
現
象
を
、
生
産
の
集
積
と

独
占
彬
成
を
基
礎
に
考
察
す
る
レ
ー
ニ
ソ
と
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
ち
が
い
が
あ
る
。
こ
れ
が
彼
の
生
産
集
積
論
で
あ
る
。
シ
ュ
ソ
ベ

ー
タ
ー
的
集
積
論
の
見
地
に
立
つ
か
ぎ
り
、
輸
出
独
占
主
義
も
カ
ル
テ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
も
、
自
由
競
争
の
産
物
で
な
く
、
他
の
何
物

か
の
結
果
に
。
よ
っ
て
説
明
し
た
く
て
は
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
輸
出
独
占
主
義
の
必
然
性
は
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
に
お
い
て
は
、
農
業
に

お
げ
る
「
半
封
建
性
」
、
　
そ
れ
に
も
と
づ
く
国
内
市
場
の
狭
隆
、
そ
の
結
果
と
し
て
輸
出
独
占
に
よ
る
国
内
産
業
の
保
護
を
必
要
と

す
る
。

　
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
が
強
調
し
た
こ
と
は
、
要
す
る
に
。
、
あ
ら
ゆ
る
帝
国
主
義
的
現
象
は
、
資
本
主
義
の
自
由
競
争
制
度
の
な
か
か

ら
生
成
し
た
の
で
は
た
く
て
、
資
本
主
義
に
先
行
す
る
杜
会
に
お
け
る
非
資
本
主
義
的
要
因
に
よ
っ
て
か
、
あ
る
い
は
政
治
的
要
因

に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

＾山＾山



　
帝
国
主
義
の
本
質
は
、
具
体
的
利
益
を
目
的
と
し
な
い
侵
略
的
行
動
そ
れ
自
体
に
あ
る
こ
と
は
、
前
節
に
の
べ
た
。
そ
し
て
具
体

的
利
益
と
は
、
　
「
三
条
件
」
　
（
Ｈ
当
該
国
民
の
杜
会
構
造
、
心
理
状
態
、
境
遇
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
た
上
で
、
観
察
老
が
そ
れ
と
し
て
看
取
す
る

こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
利
益
が
現
実
に
存
実
す
る
こ
と
、
ｏ
当
該
国
の
行
動
が
、
予
想
利
益
の
実
現
を
推
進
す
る
の
に
役
立
っ
こ
と
、
目
具
体
的
利

益
が
国
家
む
Ｄ
行
動
の
背
後
に
あ
る
政
治
的
な
推
進
力
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
こ
と
）
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
は
「
三
条
件
」
が
満
足
さ
れ
た
場
合
、
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
的
帝
国
主
義
の
本
質
規
定
に
１
し
た
が
い
、
彼
に
あ
っ
て

は
帝
国
主
義
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
レ
ー
ニ
ソ
に
と
っ
て
は
、
む
し
ろ
反
対
に
こ
の
　
「
三
条
件
」
、
と
く
に
臼
の
具
体
的
利
益
が
国

家
の
行
動
の
背
後
に
あ
る
政
治
的
な
推
進
力
で
あ
る
こ
と
、
こ
そ
最
大
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
レ
ー
ニ
ソ
は
『
帝
国
主
義
』
論
で
、

「
現
在
の
戦
争
と
現
在
の
政
治
と
を
評
価
す
る
上
で
、
そ
れ
を
研
究
し
て
お
か
な
げ
れ
ば
な
に
も
の
を
も
理
解
で
き
な
い
基
本
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

経
済
問
題
、
す
た
わ
ち
帝
国
主
義
の
経
済
的
本
質
に
か
ん
す
る
問
題
を
解
明
す
る
」
と
い
っ
て
い
る
。

　
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
の
帝
国
主
義
研
究
に
お
け
る
目
的
の
一
っ
は
、
所
謂
ネ
オ
・
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
帝
国
主
義
論
批
判
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
に
対
す
る
批
判
を
通
じ
て
、
彼
の
帝
国
主
義
観
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼

は
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
が
、
資
本
主
義
制
度
は
そ
れ
に
内
在
す
る
必
然
性
に
よ
っ
て
破
綻
す
る
と
い
う
プ
ル
ク
ス
の
命
題
を
捨
て

た
点
に
そ
の
功
績
が
あ
っ
た
と
評
す
る
。
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
の
「
組
織
さ
れ
た
資
本
主
義
」
を
讃
美
す
る
の
で
あ
る
。
他
面
、

ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
が
、
帝
国
主
義
を
資
本
主
義
の
内
在
的
な
発
展
段
階
と
し
て
把
握
し
た
こ
と
を
誤
謬
だ
と
考
え
る
。
ヒ
ル
フ

ー
ア
デ
ィ
ソ
グ
が
も
し
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ぼ
、
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
は
正
し
い
。
レ
ー
ニ
ソ
は
、
「
組
織
さ
れ

た
資
本
主
義
」
の
讃
美
論
者
で
あ
る
、
ド
イ
ツ
帝
国
主
義
の
弁
護
者
で
、
ド
イ
ツ
の
教
授
・
シ
ュ
ル
ツ
・
ゲ
ヴ
ァ
ニ
ッ
ツ
（
０
．
Ｏ
巨
ぎ
０
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

○
器
毒
鼻
、
）
に
対
し
て
、
「
ひ
と
に
ぎ
り
の
独
占
者
に
ょ
る
公
衆
の
略
奪
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
ぬ
り
っ
ぶ
そ
う
と
努
め
て
い
る
」

　
　
　
帝
国
主
義
論
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
　
（
四
二
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
六
巻
・
第
三
・
四
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
　
（
四
二
八
）

と
述
べ
て
い
る
。
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
の
い
ま
一
っ
の
欠
点
は
、
寄
生
性
と
資
本
主
義
の
腐
朽
化
に
つ
い
て
の
評
価
が
不
十
分
な

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
面
で
は
ホ
ブ
ソ
ソ
（
－
キ
雲
茅
冒
）
よ
り
一
歩
後
退
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
と
ヒ
ル
フ
ァ
ー

デ
ィ
ソ
グ
の
類
似
性
は
、
両
者
が
生
産
と
資
本
の
集
積
が
独
占
を
導
く
と
い
う
基
本
的
な
都
分
を
無
視
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
こ

の
こ
と
が
や
は
り
両
老
が
「
寄
生
性
」
と
「
腐
朽
化
」
の
面
を
見
落
す
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。
　
「
独
占
」
は
帝
国
主
義
の
も
っ
と

も
深
い
経
済
的
基
礎
で
あ
り
、
こ
の
資
本
主
義
的
独
占
は
、
　
「
資
本
主
義
の
な
か
か
ら
発
生
し
て
、
資
本
主
義
、
商
品
生
産
、
競
争

と
い
う
一
般
的
環
境
の
う
ち
に
あ
り
、
し
か
も
こ
の
一
般
的
環
境
と
の
不
断
の
、
そ
し
て
解
決
の
道
の
た
い
矛
盾
の
う
ち
に
あ
る
独

占
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
独
占
は
、
他
の
す
べ
て
の
独
占
と
同
様
に
、
不
可
避
的
に
停
滞
と
腐
朽
化
へ
の
傾

　
　
　
　
　
（
１
２
）

向
を
生
み
だ
す
」
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
が
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
と
ち
が
う
点
は
、
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
は
、
帝
国
主
義
の

隔
世
遺
伝
説
に
よ
っ
て
帝
国
主
義
の
も
っ
と
も
基
礎
的
な
「
生
産
の
集
積
と
独
占
」
を
否
定
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
レ
ー
ニ
ソ
に
、
よ

れ
ぱ
、
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
は
貨
幣
問
題
で
誤
り
を
お
か
し
た
が
、
そ
の
著
『
金
融
資
本
論
」
は
、
　
「
資
本
主
義
の
発
展
に
お
げ

る
最
新
の
局
面
」
の
貴
重
な
理
論
的
分
析
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
の
『
経
済
発
展
の
理
論
』
は
レ
ー
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

ソ
に
よ
り
消
極
的
な
意
義
す
ら
承
認
さ
れ
て
い
な
い
。
　
「
独
占
の
形
成
」
は
資
本
主
義
発
展
の
一
つ
の
成
果
と
し
て
、
企
業
者
活
動

を
制
限
す
る
も
の
と
し
て
、
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
で
は
考
え
ら
れ
て
い
る
。
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
論
理
に
内
在
し
て
考
察
を
加
え
る
た

ら
ば
、
彼
ぴ
「
資
本
主
義
発
展
論
」
で
は
、
自
由
競
争
は
独
占
的
現
象
を
必
然
化
さ
す
の
で
あ
る
。
　
「
帝
国
主
義
論
」
で
は
、
資
本

主
義
の
自
由
競
争
制
度
と
独
占
の
関
係
が
語
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
面
の
論
理
的
連
関
こ
そ
、
内
在
的
考
察
に
即
す
れ
ぼ
、
シ
ュ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

ぺ
ー
タ
ー
の
論
理
矛
盾
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
あ
ら
ゆ
る
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
杜
会
科
学
の
諸
帝
国
主
義
論
の
一
般
的
特
徴
は
、
帝
国
主
義
の
も
っ
と
も
奥
深
い
経
済
的
基

甘舳
……

＾一
一

」

｛
＾



礎
で
あ
る

史
的
」
な

が
あ
る
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

（
ｕ
）

｝
（
１
２
）

（
１
３
）

「
独
占
」
を
み
よ
う
と
し
な
い
点
で
あ
る
が
、
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
も
例
外
で
は
な
い
。
た
だ
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
は
「
超
歴

「
隔
世
遺
伝
説
」
に
も
と
づ
い
て
、
資
本
主
義
的
独
占
を
無
視
す
る
点
に
、
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
的
帝
因
主
義
論
の
特
殊
性

　
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
『
経
済
発
展
の
理
論
』
（
弓
ざ
◎
ユ
ｏ
ｑ
９
オ
ー
Ｈ
蓉
ぎ
｛
け
冒
プ
８
向
暮
色
ｏ
区
；
。
ｑ
）
、
『
景
気
循
環
』
（
吋
易
巨
易
。
。
９
ｏ
－
霧
）
参
照
。
そ
の
抜
判

的
検
討
は
私
稿
「
シ
ニ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
景
気
循
環
論
」
　
『
立
命
館
経
済
学
』
第
十
四
巻
第
四
号
参
照

　
『
資
本
論
』
は
資
本
主
義
の
純
粋
に
発
展
す
る
内
的
諸
傾
向
と
そ
の
衝
突
を
問
題
に
し
て
い
る
。
レ
ー
ニ
ン
『
帝
国
主
義
論
』
は
、
独
占
資
本
主
義
の
矛
盾

を
対
象
に
、
全
体
と
し
て
資
本
主
義
的
世
界
経
済
が
ど
う
発
展
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
レ
ー
ニ
ン
で
は
国
民
経
済
は
世
界
経
済
の
一
環

に
転
化
す
る
。

　
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
で
は
帝
国
主
義
と
資
本
主
義
が
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る
た
め
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
る
。
レ
ー
ニ
ン
の
『
帝
国
主
義
』
論
は
帝

国
主
義
が
商
品
生
産
と
資
本
主
義
の
一
般
的
基
礎
の
上
で
ど
の
よ
う
な
展
開
を
す
る
か
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
い
え
ば
両
者
は
対
比
し
よ
う
が

な
い
が
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
は
現
実
的
認
識
に
忠
実
に
し
た
が
い
一
定
の
範
囲
内
で
独
占
と
資
本
主
義
の
関
係
を
問
題
に
し
て
い
る
。

　
レ
ー
ニ
ン
　
宇
高
基
輔
訳
『
音
国
主
義
』
岩
波
文
庫
、
三
三
ぺ
ー
ジ
。

　
宇
高
訳
、
前
掲
書
、
三
四
－
三
五
ぺ
ー
ジ
。

　
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
　
都
留
重
人
訳
　
前
掲
書
　
二
二
六
ぺ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
前
掲
書
　
一
三
六
ぺ
ー
ジ

　
レ
ー
ニ
ン
　
前
掲
書
　
六
五
ぺ
ー
ジ

　
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
　
都
留
訳
　
前
掲
書
　
一
四
六
ぺ
ー
ジ

　
レ
ー
ニ
ン
　
宇
高
訳
前
掲
書
十
ニ
ペ
ー
ジ

　
右
同
　
　
　
　
　
　
　
右
同
　
　
六
五
ぺ
ー
ジ

　
右
同
　
　
　
　
　
　
　
右
同
　
　
ニ
ハ
一
ぺ
ー
ジ

　
『
レ
ー
ニ
ン
全
集
』
三
九
巻
「
帝
国
主
義
論
ノ
ー
ト
」
　
（
四
六
－
四
七
ぺ
ー
ジ
）
に
お
い
て
、
レ
ー
ニ
ン
は
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
『
経
済
発
展
の
理
論
』
に

っ
い
て
っ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
〈
こ
れ
ま
た
ゼ
ロ
、
表
題
は
欺
嚇
的
、
一
覧
す
る
と
一
種
の
く
社
会
学
的
Ｖ
駄
弁
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
。
お
そ
ら
く

こ
の
問
題
に
立
ち
か
え
ら
な
け
れ
ば
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
発
展
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
ゼ
ロ
》

帝
国
主
義
論
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
三
　
（
四
二
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
六
巻
・
第
三
・
四
合
併
号
）

二
二
四
　
（
四
三
〇
）

（
１
４
）
　
岸
本
誠
二
郎
　
都
留
重
人
監
修
　
講
座
『
近
代
経
済
学
批
判
』
１
、
現
代
の
人
と
学
説
「
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
」
に
お
い
て
、
都
留
重
人
教
授
は
「
自
由
競
争

　
　
制
が
資
本
主
義
発
展
の
一
段
階
で
し
か
な
く
、
そ
れ
が
し
だ
い
に
独
占
集
中
の
現
象
に
と
っ
て
代
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
発
展
理
論
そ

　
　
の
も
の
の
中
に
も
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
右
の
推
論
に
お
い
て
彼
が
お
こ
な
っ
て
い
る
よ
う
な
形
式
論
理
的
な
範
礒
化
は
、
か
れ
の
立
場
か
ら
し
て
も

　
　
議
論
の
余
地
の
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
こ
そ
が
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
帝
国
主
義
論
の
最
大
の
弱
点
で
あ
っ
て
『
帝
国
主
義
論
』
執
筆
後
三
〇

　
　
年
以
上
も
資
本
主
義
燭
熟
期
の
世
界
に
す
ん
だ
か
れ
に
、
い
ま
一
度
根
本
的
な
再
検
討
を
希
望
し
た
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
い
っ
て
お
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｘ

本
稿
は
、
一
九
六
七
年
十
月
五
日
の
立
命
館
大
学
経
済
学
部
・
経
済
理
論
小
グ
ル
ー
プ
の
研
究
会
で
報
告
し
た
も
の
を
基
礎
に
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
研

究
会
で
は
有
益
な
ご
批
判
を
い
た
だ
い
の
で
、
と
り
い
れ
る
べ
き
点
は
と
り
い
れ
た
が
、
承
服
し
難
い
と
思
わ
れ
る
点
は
私
見
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
。
な
お

ご
批
判
を
い
だ
た
い
た
中
で
、
本
論
文
で
い
か
さ
れ
な
か
っ
た
部
分
は
他
日
を
期
し
た
い
。




